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会
津
で
も
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
物
は
、
昭
和

六
十
二(

一
九
八
七)

年
に
、
会
津
の
霊
場
の
一
つ
と
し
て
で
き
た
も
の
で
す
。

七
福
神
と
は
、
宝
船
に
乗
っ
た
七
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の

「
恵
比
須
」

正
直
な
目
出
度
い
福
の
神

イ
ン
ド
・
ヒ
ン
ズ
ー
の
「
大
黒
天
」

福
徳
・
蓄
財
の
神

「
弁
財
天
」

女
神
、
夫
婦
円
満
、
子
授
け
の
神

「
毘
沙
門
天
」
仕
事
や
武
運
の
神

中
国
の
三
仙
人

「
布
袋
尊
」

商
売
繁
盛
や
旅
行
の
実
在
し
た
僧

「
福
禄
寿
」

財
運
や
健
康
、
人
望
の
仙
人

「
寿
老
人
」

長
寿
、
健
康
の
仙
人

福
徳
を
願
い
庶
民
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
の
よ
う
に
定
ま
っ
た
の

は
、
江
戸
時
代
、
徳
川
家
康
が
天
海
大
僧
正
に
依
頼
し
て
定
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

七
福
神
の
宝
船
は
、
悪
い
夢
を
見
て
も
宝
船
が
、
日
本
で
は
紀
州
熊
野
の
沖
に

あ
る
と
さ
れ
た
補
陀
落
渡
海(

ふ
だ
ら
く
と
か
い)

に
観
音
様
の
住
む
黄
泉(

よ
み)

の
国
に
送
り
流
し
、
良
い
夢
や
良
い
現
実
に
変
わ
る
と
さ
れ
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し

た
。会

津
の
七
福
神

弁
財
天

「
長
福
寺
」

郡
山
市
湖
南
町
大
字
赤
津
字
寺
ノ
前
四
五
九
五

布
袋
尊

「
大
龍
寺
」

会
津
若
松
市
慶
山
二
丁
目
七ｰ

二
十
三

毘
沙
門
天
「
天
寧
寺
」

会
津
若
松
市
東
山
町
大
字
石
山
字
天
寧
二
〇
八

福
禄
寿

「
建
福
寺
」

会
津
若
松
市
建
福
寺
前
七-

三

大
黒
天

「
薬
師
寺
」

会
津
美
里
町
大
字
橋
丸
字
橋
爪
九
四

寿
老
人

「
伊
佐
須
美
神
社
」

会
津
美
里
町
高
田
字
宮
林
甲
四
三
七
七

恵
比
寿

「
福
満
虚
空
蔵
尊
」

河
沼
郡
柳
津
町
柳
津
字
寺
家
町
甲
一
七
六

天寧寺 毘沙門天
戊辰戦争焼失前



江
戸
時
代
、
会
津
で
は
、
独
身
の
男
性
は
飯
豊
山
、

既
婚
の
男
性
は
湯
殿
山
、
既
婚
の
婦
人
は
三
十
三
観

音
を
一
週
間
か
ら
二
週
間
か
け
て
参
拝
す
る
「
講

中
」
が
あ
り
ま
し
た
。

会
津
七
福
神
は
、
会
津
藩
内
の
会
津
若
松
か
ら
日

帰
り
で
き
る
距
離
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
戊
辰

戦
争
で
天
寧
寺
や
建
福
寺
が
焼
失
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
実
施
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
昭
和
六
十
二
年
に

再
興
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項
・
厳
守

１
服
装
は
長
袖
、
ズ
ボ
ン
が
基
本

蚊
や
蜂
、
毛
虫
の
予
防
と
日
焼
け
予
防
の
た

め
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、

長
ズ
ボ
ン
が
最
適
で
す
。

２
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
物
に
注
意

ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
と
の
遭
遇
も
あ
る
の
で
山

山
間
部
で
は
、
ク
マ
鈴
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

３
マ
ム
シ
な
ど
の
蛇
に
注
意

蛇
も
い
る
の
で
足
元
に
注
意
し
、
素
足
は
隠

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
の
時
は
救
急
車
を
呼
び

病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

４
山
菜
と
キ
ノ
コ

山
菜
や
キ
ノ
コ
も
楽
し
み
で
す
。
食
べ
ら
れ

な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
判
別
は
自
分
で
判
断

せ
ず
専
門
家
に
鑑
定
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

５
千
社
札(

せ
ん
し
ゃ
ふ
だ)

落
書
き
禁
止

参
拝
記
念
に
貼
る
千
社
札
と
落
書
き
は
禁
止

で
す
。

１

注
意
す
べ
き
心
得

一
、
霊
場
が
あ
る
場
所
の
現
状
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二
、
交
通
事
情
と
車
の
選
択

６
清
水
を
飲
む
時

山
間
部
に
は
、
清
水
も
あ
り
ま
す
が
、
ピ
ロ

リ
菌
が
い
る
の
で
注
意
し
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

７
御
朱
印必

ず
も
ら
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
と
に
か
く
道
が
狭
い

会
津
盆
地
の
農
村
部
や
山
麓
部
、
山
間
部
に

堂
が
あ
り
、
道
は
狭
く
、
会
津
若
松
市
慶
山
の

大
龍
寺
は
大
型
車
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
は
、
道
が
狭
い
の
で
近
く
ま
で
は
い
け
ま
せ

ん
。
徒
歩
と
な
り
ま
す
。

２
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
も
無
理
な
所
あ
り

「
大
龍
寺
」
以
外
も
、
道
が
狭
く
ま
い
た
め
、

大
型
バ
ス
で
の
移
動
は
無
理
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
か
、
十
四
人
乗
り
の
中
型
が
最
適
で
す
。

３
坂
道
も
多
い

「
天
寧
寺
」
「
福
満
虚
空
蔵
尊
」
は
、
急
な

坂
道
の
た
め
４
Ｗ
Ｄ
車
が
最
適
で
す
。

４
案
内
は
専
門
家
同
行
で

会
津
七
福
神
参
り
は
、
た
だ
回
れ
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寺
の
由
来
や
地

域
の
由
来
、
自
然
や
食
の
楽
し
み
も
あ
り
ま
す

の
で
、
案
内
で
き
る
専
門
家
同
行
で
回
り
ま

し
ょ
う
。

柳津

■
会
津
を
知
る

●
会
津
地
方
の
大
き
さ
は
、
約
五

千
六
百
八
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
愛
知
県
や
、
千
葉
県
、
和
歌

山
県
、
石
川
県
、
山
梨
県
よ
り
広

く
、
全
国
二
十
六
位
愛
媛
県
よ
り

広
い
の
で
す
。

●
会
津
地
方
の
人
口
は
、
約
二
十

七
万
四
千
人
で
す
。

●
人
口
密
度
は
、
一
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
全
国
最
下
位

の
北
海
道
が
、
約
六
八
・

六
人
。

会
津
は
、
約
五
〇
・
七
人
。
北
海

道
よ
り
人
が
住
ん
で
い
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

●
猪
苗
代
や
会
津
若
松
市
湊
町
の

地
域
は
、
青
森
県
の
青
森
や
弘
前

と
同
じ
気
候
。
裏
磐
梯
は
、
北
海

道
の
札
幌
や
旭
川
と
同
じ
気
候
な

の
で
す
。



■
堂
の
場
所
に
は
意
味
が
あ
る

毎
年
、
六
月
の
夏
至
の
日
に
は
、

会
津
若
松
市
高
野
町
上
沼
・
木
流

付
近
か
ら
東
を
見
る
と
、
磐
梯
山

の
山
頂
か
ら
日
の
出
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
所
に
は
、
真
言
宗
の
木
流

馬
頭
観
音
堂
が
位
置
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
夏
至
に
日
の
出
を
す
る

場
所
に
わ
ざ
わ
ざ
堂
を
建
て
て
い

る
の
で
す
。
他
に
も
、
磐
梯
町
の

慧
日
寺
や
、
中
田
観
音
か
ら
も
夏

至
の
日
に
磐
梯
山
山
頂
か
ら
日
の

出
が
見
ら
れ
ま
す
。
早
起
き
し
て

見
て
く
だ
さ
い
。

御
利
益
間
違
い
な
し
。

大
岩
観
音
や
左
下
り
観
音
は
大

き
な
霊
験
の
あ
る
岩
が
あ
り
ま
す
。

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

参
拝
す
る
際
に
は

１
、
身
な
り
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

服
装
が
整
っ
て
い
な
い
と
迷
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
願
い
も
か
な
い
ま
せ
ん
。

２
、
手
を
洗
い
、
口
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う

水
が
無
い
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
口
の
中
も
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
を
伴
っ
て
の
参
拝
は
、

御
利
益
が
あ
り
ま
せ
ん
。

３
、
お
賽
銭
を
入
れ
ま
す
。

御
縁(
円)

が
あ
る
よ
う
に
と
五
円
や
始
終(

四
十)

五
円
が
あ
る
よ
う
に
と
入
れ
ま
す
。
十
円
は
縁
が

遠(

十)

く
な
る
く
の
で
入
れ
ま
せ
ん
。

４
、
ワ
ニ
口
や
鈴
が
あ
れ
ば
、
鳴
ら
し
ま
し
ょ
う
。

５
、
寺
で
は
、
手
を
合
わ
せ
合
掌
し
ま
し
ょ
う
。

神
社
で
は
、
二
礼
二
拍
を
し
ま
し
ょ
う
。

６
、
頭
を
下
げ
て
礼
を
し
ま
し
ょ
う

７
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
唱
え
ま
し
ょ
う
。

２

参
拝
の
作
法
と
楽
し
み
方

一
、
参
拝
の
作
法

磐梯山
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二
、
札
所
巡
礼
の
楽
し
み
方

境
内
に
は
、
古
い
も
の
で
は
、
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
説
明
書
を
読
み
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
自
然
豊
か
な
境
内
に
は
、
大
木
や
古
木
、

池
、
築
山
が
あ
り
植
物
や
四
季
の
花
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
石
仏
や
石
碑
、
有
名
な
人
の
墓
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、
『
元
興
寺

(

が
ん
ご
う
じ)

縁
起
』
な
ど
で
は
宣
化(

せ
ん
か)

三
年(

五
三
八
年)

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
津
に

仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、
『
会
津
旧
事
雑
考
』
に

よ
る
と
欽
明(

き
ん
め
い)

元
年(

五
四
〇
年)

に
中

国
、
梁
国
の
青
巌(

せ
い
が
ん)

が
、
会
津
に
来
て
高
寺

山
と
笹
山
（会
津
若
松
市
湊
町
）に
一
宇
を
営
み
仏

教
を
布
教
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
確
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

奈
良
の
法
相(

ほ
っ
そ
う)

宗
の
僧
徳
一
（
と
く

い
つ
）
は
、
藤
原
仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
）
の
四
男

か
六
男
と
も
い
わ
れ
、
東
大
寺
で
は
師
の
修
円
か

ら
学
び
「
東
大
寺
徳
一
（
得
一
）
」
が
、
会
津
に

仏
教
を
根
付
か
せ
ま
し
た
。
徳
一
が
会
津
で
最
初

に
開
い
た
寺
は
、
慧
日
寺
の
草
庵
か
勝
常
寺
で
す
。

奈
良
時
代
、
平
地
の
寺
院
と
山
岳
寺
院
の
関
係

は
、
興
福
寺
が
平
地
寺
院
で
山
岳
寺
院
が
室
生
寺
、

法
隆
寺
が
平
地
寺
院
で
山
岳
寺
院
が
福
貴
山
寺
の

よ
う
に
セ
ッ
ト
関
係
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

勝
常
寺
が
平
地
寺
院
で
、
奈
良
の
薬
師
寺(

法

相
宗)

と
同
じ
伽
藍(

が
ら
ん)

配
置
で
、
三
重
の

塔
が
東
西
に
あ
り
ま
し
た
。

慧
日
寺(

え
に
ち
じ)

が
、
そ
の
後
整
備
さ
れ
た

山
岳
寺
院
で
、
奈
良
で
は
室
生
寺
や
福
貴
山
寺
、

比
蘇
寺
に
あ
た
り
ま
す
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
虫
や
、
蝶
、
ト
ン
ボ
の
生

物
、
鯉
な
ど
の
魚
も
い
ま
す
の
で
、
自
然
観
察
に

は
良
い
場
所
と
な
り
ま
す
。

３

会
津
仏
教
の
始
ま
り
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会
津
の
七
福
神

弁
財
天

臨
済
宗

高
巌
山
長
福
寺

郡
山
市
湖
南
町
大
字
赤
津
字
寺
ノ
前
四
五
九
五

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
元
は
、
東
に
位
置
す
る
小
枝
町

地
区
に
あ
り
ま
し
た
。
会
津
若
松
の
興
徳
寺
第
三
世
、
大
圭
の
開
基
。

元
亀
二
年(

一
五
〇
二)
赤
津
の
北
側
に
あ
る
赤
津
城
主
伊
藤
弾
正
が
、

現
在
地
に
移
し
ま
し
た
。
赤
津
宿
は
、
慶
長
三
年(

一
五
九
八)

に
上
杉

景
勝
・
直
江
兼
続
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
宿
場
で
す
。
ま
た
『
覚
上
公

御
書
』
に
、
上
杉
景
勝
が
、
「
慶
長
五
年
三
月
二
〇
日
、
赤
津
城
の
再

興
修
理
を
吉
田
源
左
衛
門
と
田
川
与
惣
右
衛
門

に
命
ず
る
」
と
あ
り
、

城
が
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

布
袋
尊

臨
済
宗

宝
雲
山
大
龍
寺

会
津
若
松
市
慶
山
二
丁
目
七ｰ

二
十
三

こ
の
寺
は
、
武
芸
や
作
法
の
小
笠
原
流
初
代
、
小
笠
原
長
時
公
の
菩

提
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
長
時
は
、
信
濃
国
の
守
護
大
名
で
武

田
信
玄
に
敗
れ
会
津
に
逃
れ
、
北
会
津
町
下
荒
井
に
領
地
を
貰
い
住
み
、

若
松
の
米
代
に
も
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
天
正
十
一
年(

一
五
八
三)

妻

や
娘
と
と
も
に
家
臣
に
殺
さ
れ
た
た
め
桂
山
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
一
時
廃
れ
ま
す
が
、
寛
永
二
十
年(

一
六
四
三)
、
保

科
正
之
公
が
山
形
か
ら
移
封
し
、
機
外
和
尚
が
大
龍
寺
と
改
め
ま
す
。

戊
辰
戦
争
で
は
、
佐
賀
藩
の
陣
所
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
焼
失
せ
ず
残
さ

れ
ま
し
た
。
新
島
八
重
の
山
本
家
墓
や
末
廣
の
新
城
家
、
蒲
生
氏
郷
公

母
の
墓
、
白
孔
雀
が
住
ん
で
い
ま
す
。

毘
沙
門
天

曹
洞
宗

万
松
山
天
寧
寺

会
津
若
松
市
東
山
町
大
字
石
山
字
天
寧
二
〇
八

葦
名
十
一
代
盛
信(

も
り
の
ぶ)

公
の
招
き
に
よ
り
、
楠
正
成
の
三
男

正
儀(

ま
さ
の
り)

子
、
傑
堂
能
勝
禅
師
に
よ
り
応
永
二
十
八
年(

一
四
二

一)

に
開
山
し
ま
す
。
天
正
十
八
年(

一
五
九
〇)

八
月
五
日
、
豊
臣
秀
吉

が
奥
羽
仕
置
の
た
め
に
黒
川(

会
津
若
松)

へ
家
臣
約
五
万
人
を
引
き
連

れ
来
た
時
に
、
背
中
炙
り
峠
か
ら
こ
の
寺
に
入
り
、
着
替
え
て
城
下
の

興
徳
寺
に
は
入
り
ま
す
。
戊
辰
戦
争
で
、
堂
が
新
選
組
の
陣
所
と
な
っ

て
い
た
事
か
ら
西
軍
が
焼
き
ま
す
。
葦
名
盛
信
公
の
墓
、
会
津
藩
家
老

田
中
家
、
萱
野
家
、
新
選
組
の
近
藤
勇
墓
、
早
乙
女
貢
の
墓
が
あ
り
ま

す
。福

禄
寿

臨
済
宗

大
宝
山
建
福
寺

会
津
若
松
市
建
福
寺
前
七-

三

長
野
県
の
伊
那
市
高
遠
か
ら
保
科
正
之
公
と
と
も
に
移
っ
て
き
た
寺

で
、
高
遠
に
も
建
福
禅
寺
が
あ
り
ま
す
。
保
科
家
の
菩
提
寺
で
、
山
形

か
ら
寛
永
二
十
年(

一
六
四
三)

に
大
龍
寺
な
ど
と
と
も
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
寺
は
戊
辰
戦
争
で
西
軍
に
焼
か
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
シ
ダ
レ

桜
が
二
本
あ
り
ま
す
。

大
黒
天

天
台
宗
医
徳
山
薬
師
寺

会
津
美
里
町
大
字
橋
丸
字
橋
爪
九
四

会
津
若
松
市
東
山
の
羽
黒
山
東
光
寺
の
末
寺
で
し
た
。
『
新
編
会
津

風
土
記
』
に
よ
る
と
、
平
泉
の
藤
原
秀
衡(

ひ
で
ひ
ら)

の
家
臣
、
佐
藤

清
純
が
平
泉
よ
り
像
を
持
ち
出
し
、
建
久
年
間(

一
一
九
〇
～
九
九)

藤

田
に
薬
師
を
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
名
残
と
し
て
藤
田
に

は
東
北
最
古
の
延
応
二
年(

一
二
四
〇)

年
の
板
碑(

い
た
び)

が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
こ
の
地
に
寺
が
移
さ
れ
ま
す
。
寛
永
十
七
年(

一
六
四
〇)

火
災
と
な
り
、
薬
師
堂
の
材
を
埋
め
た
六
角
経
塚
も
あ
り
ま
す
。

寿
老
人

伊
佐
須
美
神
社

会
津
美
里
町
高
田
字
宮
林
甲
四
三
七
七

欣
明
天
皇
十
三
年(

五
五
二)

に
明
神
嶽
よ
り
こ
の
地
に
移
り
、
会
津

総
鎮
守
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
戊
辰
戦
争
の
一
八
六
八
年
九
月
十
八
日
、

会
津
藩
の
佐
川
官
兵
衛
、
新
選
組
の
斎
藤
一
ら
約
千
人
が
伊
佐
須
美
神

社
を
本
陣
と
し
、
三
方
か
ら
長
州
藩
ら
約
二
千
人
に
攻
め
ら
れ
、
髙
田

街
と
と
も
に
焼
失
し
て
い
ま
す
。
御
田
植
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

恵
比
寿

臨
済
宗
霊
巌
山
円
蔵
寺

河
沼
郡
柳
津
町
柳
津
字
寺
家
町
甲
一
七
六


